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里山整備    岡田 和久 

本日の漆谷作業参加者は 9名 

親子のイソシシが餌を探して荒らし回る現場。 

作業内容は午前中うるし谷のこぶし川護岸整備と今年最後

の草刈、午後はチェーンソーで｛連理の木｝の表札作り、枯

れ木の伐倒、現場で製剤し作ったテーブルの天板仕上げと

各自全力で頑張りました。 

うるし谷整備    椿 雅孝 

土仏線沿いの二本のアカマツが枯れて道路に倒れ込むと危険なので腐ってしま

う前に処理しました。 

土仏線には電気と電話の線が通っているのでそれに架けないように慎重に作業し

ます。1 本目はローププーラーで引っ張りながら横向けに倒してから車道に落とし

きれいに片づけました。 

もう一般はクサビで何とか横倒しできそうだったので思い切ってやってみました。何

とか思うように倒れたので、それにロープを付けてみんなで車道に引きづり落とし

ました。 

この日は来園者も多く作業中はしばらく通行を止めてもらうなど、少しご迷惑もお

かけしましたが、おかげで車道の安全も確保できました。 

それだけでは時間に余裕があったので道端で視界を遮り始めた株立ちのアラカシ

も倒して炭材と薪に運びました。あわせて軽トラに満載して 2 台分。こちらは意外

とたくさんの収穫がありました。 

毎月の炭焼きだけでなく、最近薪割りにはげんでくれる倶楽部員がいるので薪づく

りもはかどり、炭焼き広場もにぎやかです。 

伐採した木材をこうして活用してくれる流れができているので私たちも安心して伐

採作業に励むことができます。 

みなさん、お疲れさまでした。そしてこれからもよろしくお願いします。 



 

 

  

H 隊長を含め男性 6 名での作業です。土場をイノシシが掘り返しひどい状態でしたので、まずは地ならしから

の作業でした。次に、ロゴソール用チェーンソーの試運転です。別の用で使おうとした人から「エンジンが掛か

らなかった」と聞いていたので、バーを着ける前にエンジンをかけてみようとなりました。ヒモを引く者、チェーン

ソーを押さえる者、スロットルを引く者 3 人掛ですが、これは比較的簡単にエンジンがかかりました。ところが、

回転が上がりません。「排気口が汚れているせいだ」と H さんの御神託。分解してみると、マフラー部分に薄

らとカーボンが張り付いていました。 

 昼食後、マフラーをバーナーで焼き、金属ブラシで擦って組み立てると、御神託通り機嫌よくエンジンが動

き出しました。 

太い目の丸太をエンヤエンヤとステージに乗せ、高さを調節しようとした途端、今度はステージを揚げる紐が

切れてしまいました。ポケットに入っていたナイロン紐に付け替えたのですが、巻き上げようとしても紐が伸びる

ばかりで全く動きません。 

三難までは乗り越えましたが、四難目が乗り越えられず「本日ここまで！」。くたびれ儲けに終わった作業日で

した。 

後日、ナイロンの金剛打紐と付け替えました。ステージは上がったのですが、やはり紐の伸びが大きくて危険

でした。ポリプロピレンの紐と入れ替えるとなんとか使えるようになりました。また、地ならしした後、木酢液を散

いたのですが、12月 7日現在荒らされていないとのことでした。    

ロゴソール作業    赤阪 進 

炭出しと炭材詰め    西 勝信 

当日は��女性 3名、��男性 10名で       9:30過ぎから作業場の準備から炭出しを始めまし

た。チームのメンバーは毎回ほぼ同じなので作業の流は皆さん熟知していて炭出し～袋詰め～

計量・袋を紐で縛り保管するまで休憩を挟み午前中には終了しました。結果、取れ高は高野山

奥の院様向け 17 袋 170 ㎏、萩原コーヒー様向けが 9 袋９０㎏計２６０㎏でした。蛇足ですが炭

窯には２０００㎏の炭材が入り以前は取れ高が２００㎏以下でしたが（入れた炭材の重さに対する

取れた炭の重さの比率を歩留まりと言います）煙突の改善や色々工夫して最近はコンスタントに

２５０㎏ほど焼ける様になりました。 

午後は次回に備え空になった窯に炭材を詰めレンガと粘土で蓋をして作業を終了しました。                                                 

地味で衣服や顔が汚れる作業ですがその分達成感も大きいので少しでも興味のある方は是非と

も御参加頂ければ幸いです。  

                                                           



 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        「 一年の締めくくり」 

今月で今年も終わり。早いものです。 

今年の里山は花がたくさん咲いた年回りで、ヤマザクラも他の多くの木々もたくさんの花を咲かせてくれました。 

花がたくさん咲いたということは実も豊作で、管理棟裏のアケビ棚も豊作でしたし、これから目立ち始めるナナミ

ノキやタマミズキの真っ赤な実もたくさん生っています。 

この季節になってヤマザクラの葉が例年以上に真っ赤に染まっています。今年の秋はいつもより華やかです。 

暑い夏で草刈り作業も大変でしたが、この美しい季節を迎えてみるとそんな苦労もいい思い出になりました。 

12 月の作業はみんなで一年を振り返りながら大掃除をしましょう。みんなで大掃除をするのはげんきの森倶楽

部が始まって初めてのことだと思います。 

普段、なかなか参加できなかったみなさんも顔を見せてください。お待ちしています。  （岡田 和久） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月に外した鳥の巣箱 39 個のうち営巣して雛が巣立ったと思われる巣箱は 18 個、空が 16 個、途中で落

下して壊れた巣箱や行方不明の巣箱など数個。 

巣立ちの巣箱には苔を集めた上に猪の毛や化繊のひもや綿のようなもので作られた産座が綺麗に残っています。

巣箱の蓋を開けるのが毎回楽しみです。 

去年の「巣箱作り」に参加してくれた子供達が今年も来てくれて、自分がかけた巣箱を外した時に産座があればと

ても喜んでくれます。そんな子供達の笑顔を見られるとこちらも嬉しくなります。 

さて今年も 40 個近くの巣箱を、今までは竹にいくつも巣箱をぶら下げて持って歩きましたが、女性ばかりのチー

ムとしては少々負担なので、去年より M 君の協力のもと軽トラに巣箱をのせて順番に取り付けてまわりました。 

駐車場からアジサイ広場、遊歩道沿の柵や木にシュロ縄でしっかりとくくりつけていきます。 

5 年間の巣箱調査で意外にも柵やフェンスに取り付けても営巣することがわかりました。柵に取り付けた巣箱は開

けたりしないで、そっと見守ってください。 

アジサイ広場のログハウスは毎年巣立ちの傾向がありますが、柵や木に取り付けた箱には猫がいついているせい

か?今年は空が多いように思います。 

管理棟周辺はほぼ巣立ちが確認されています。人が出入るする場所の方が天敵から身を守るために安全なのか

もしれません。巣箱を使用する鳥はシジュウカラとヤマガラです。 

来年もたくさんの営巣と巣立ちを願います。 

巣箱外し  岩田 禎子 


